
障害者支援施設くまむた荘における虐待事例と指定の一部効力の停止について

（ご報告） 

 

 

 この度当法人で運営している障害者支援施設くまむた荘において、職員によ

る施設利用者に対する虐待行為が発覚し、これにより、くまむた荘は障害者総

合支援法に基づく効力の一部停止（3ヶ月の新規利用者受入停止）の行政処分を

受けることとなりました。 

 今回、ご利用者、ご家族をはじめ、当法人の運営に日頃よりご理解と暖かい

ご支援をいただいてきた多くの関係者の方々へ多大なるご迷惑をおかけし、ま

た皆様と法人創設以来長年に渡って築きあげてきた信頼を失ってしまう事態を

招いてしまったことを、心よりお詫び申し上げます。 

 障害者の皆様へ快適なサービスと安心安全な生活を提供するという使命を有

する障害福祉サービス事業者として、利用者の尊厳を汚し、権利を侵害する虐

待は決して許されることではありません。法人としては、虐待行為が発生して

しまったことについて、虐待に対しての職員への教育や虐待防止に向けた体制

作りが不十分であった実状を重く受け止めるとともに、改めて法人の理念及び

方針に則って、法人全体で一丸となって再発防止に取り組んでいく所存でおり

ます。 

今後は、社会福祉法人として社会に果たすべき役割を再度認識し、ご利用者、

ご家族、地域及び行政の皆様からの信頼を一日も早く回復できるよう努めて参

りたいと思っております。 

 

 誠に申し訳ありませんでした。 
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